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平１７．１．１ 町制施行
　　　　　　（内子町・五十崎町・小田町　合併）

　内子町の中心部は、愛媛県のほぼ中央部に位置し、県
都松山市から約４０ｋｍの地点にあたり、国道５６号、３７９
号及び３８０号、ＪＲ、高速道路などの幹線が通っている。ま
た、町の中央部を一級河川・肱川の支流小田川が流れて
いる風光明媚な中山間地域である。
　面積は２９９．４３ｋ㎡で、その広がりは東西３０．０ｋｍ、南
北２７．０ｋｍ、平地は少なく、山林が７７％を占めている。気
候は小田深山を除き、四季を通じて温暖で、そこではぐく
まれた農林産物は多種多様である。また歴史も古く、木蝋
や和紙などの生産地として名声を高め、その繁栄の佇まい
をまちづくりの柱にすえている。

〈沿　革〉

　町内には、旧石器時代のものと思われる石器や、弥生時
代と推定される土器の破片、土錘なども発見されており、古
くから人が居住していたと思われる。また、藩政の時代にあっ
ては大洲藩ならびに新谷藩に属していた。その後、紆余曲
折を経て、昭和の大合併で、昭和２９年から３０年に相前後
してそれぞれ内子町、五十崎町、小田町を形成した。
　平成１７年１月１日、３町が合併し「内子町」となる。

〈由　来〉

区　分 名　前 任　期

町　長 小野植正
お の う えまさひさ　

やまおか　　　おさむ　

久 令和１１．２．５

副町長 山岡　　敦 令和１１．２．１４

〈行政組織〉
（令和 7. 4. 1現在）

議長 泉　　浩壽 副議長 大木　　雄

議員 （条例定数）

（現　　員）

１３人

１３人

任期 令和１１．４．３０

議　会　（令和 7. 5. 1現在）

普通会計 ２２８人

企業会計 ４人

その他会計 １３人

計 ２４５人

職員数（令和 7. 4. 1現在）

〈市町のあらまし〉

建築年度 増 改 築 主な増改築箇所

昭５３年度 平１６年度 ４階建ての執務室などを増築

〈庁舎の建設年度〉

区　分 平７国調 平１２国調 平１７国調 平２２国調 平２７国調 令２国調 令７.１.１住基

人　口 （△４．４％）
２１，６７８

（△４．１％）
２０，７８２

（△５．６％）
１９，６２０

（△８．０％） （△７．２％）
１８，０４５ １６，７４２

（△８．５％）
１５，３２２ １４，７０８

男 １０，２３３ ９，８１９ ９，２３２ ８，４９９ ７，９１３　　　 ７，３０３　　　　　 ７，０８６

女 １１，４４５ １０，９６３ １０，３８８ ９，５４６ ８，８２９　　　 ８，０１９　　　　　 ７，６２２

世帯数 ６，９６９ ７，０６２ ７，０１７ ６，７２２ ６，４７５　　　 ６，２５８　　　　　 ６，４７５

率減増は）　　（〉数帯世・口人〈

内
うちこちょう

子町
〒７９５－０３９２　
　喜多郡内子町平岡甲１６８

電話
番号

（０８９３）
４４－２１１１

地域
指定

過疎　山振　農工　辺地（１２）　
特農　農振　県立公園　拠点都市 FAX

（０８９３）
４４－４３００
（総務課）

http://www.town.uchiko.ehime.jp/



２,８２２

１１,７１４

２７,６６０

４２,１９６

１,５６４

１,８３８

４,４６２

７,８６４

６.７　％

２7.８　％

６５.６　％

１００.０　％

１９.９　％

２３.４　％

５６.７　％

１００.０　％

第１次

第２次

第３次

計

令７.７.１
（㎢）

学校施設トイレ改修事業 
農山漁村地域整備交付金事業 
町単町道整備事業
がけ崩れ防災事業
クリーンセンター補修事業 
立石自治会館新築事業
道路橋梁新設改良事業（社会資本整備総合交付金事業）
龍王公園改修事業
内子座保存改修事業
新川児童公園遊具施設整備事業
大瀬自治センター解体事業 

１４０
１０４
９１
８１
９５
１００
１４２
６８
３６
１７
８１

４２０
１８７
６０１
４７０
２９４
３１５
８１０
５２
８８０
１０２
５２３
４６８
４０３

旧森家住宅改修事業
道路橋梁新設改良事業（社会資本整備総合交付金事業）
各自治会会館改築・整備事業
農山漁村地域整備交付金事業
大瀬自治センター整備事業
がけ崩れ防災事業
橋梁長寿命化修繕事業
町単町道整備事業
内子座保存改修事業
消防詰め所改築事業
小田深山渓谷整備事業
道の駅小田の郷せせらぎ整備事業
公営住宅長寿命化事業
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喜 多 郡

区　分 １４歳以下 １５歳以上６４歳以下 ６５歳以上

人　口 １，６１０　人 ７，４３７　人 ６，２６７　人

構成比 １０．５　％ ４８．５　％ ４０．９　％

年齢構成　（令２国調）

１人当たり
市町民所得

千円
２，５８８

所得　（令４年度）

区　分 総生産額（令４年度） 就業人口（令２国調）

〈産　業〉　産業構造

（注）「総生産額」の計欄は帰属利子の控除等を行っており、「就業人口」の計欄は分類不能の人数を含む。

（百万円・人）

品　　　　　名 製造品出荷額等

６,５６６維繊　

４,３２８料食　

）円万百（

）％．ａｈ（　（令和２.２.１現在）

業　（令３年）造製要主

事　　　業　　　名 事　業　費

）円万百（令和６年度の主な建設事業

事　　　業　　　名 事　業　費

）円万百（業事設建な主の後今

男 ６，０６６　人

女 ６，６０４　人

計 １２，６７０　人

選挙人名簿
登録者数　（令和７．９．１現在）

総　面　積 林野面積 林　野　率 経営耕地面積 宅地化率

田 畑 樹園地 令６.１.１

２９９．４３ ２３，０５９ ７７．０ １，００８ ２２７ ２８８ ４９３ １．８

〉用利地土〈
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名勝旧跡

観光施設

八日市護国地区町並（重要伝統的建造物群保存地区）、内子座（重要文化財）、本芳我家（重要文化財）、
木蠟資料館「上芳我邸」（重要文化財）、大村家（重要文化財）、文化交流ヴィラ「高橋邸」、商いと暮らし博
物館、町家資料館、内子フレッシュパークからり、観光農園（ぶどう、桃、梨ほか）、田丸橋（屋根付橋）、弓削
神社、大瀬の館、大瀬の米蔵、川登筏流し資料館、凧博物館、龍王公園、泉谷の棚田（棚田百選）、紅葉滝、
だらり権現、小田深山渓谷、ＳＯＬ－ＦＡオダスキーゲレンデ、道の駅「せせらぎ」、天然記念物（イチイガシ・
ケヤキ・乳出の大イチョウ）

祭　　り
催 し 物

高昌寺ねはん祭（３月１５日）、川登川まつり・筏流し（４月第４日曜日）、いかざき大凧合戦（５月５日）、うちこ
夏まつり（７月中旬）、小田燈籠まつり（７月最終土曜日）、内子笹まつり（８月６日、７日）、いかざき夏まつり
花火大会（８月１３日）、寺村山の神火祭り（８月１５日）、宮相撲（９月２３日）、川中三島神社秋祭り（１０月２１
日）、石畳水車まつり（１１月３日）、小田の郷ふるさとまつり（１１月第１日曜日）、大瀬農業祭柿まつり（11月
第１日曜日）、内子町・ローテンブルク市姉妹都市交流フェスタ（ドイツフェスタ）（５月第２土曜日）

公　　営

宿泊施設

石畳の宿…農村体験宿泊施設。客室３部屋、宿泊１２人程度、ほかに囲炉裏の間などあり。
　　　　　（電話０８９３－４４－５７３０）
文化交流ヴィラ「高橋邸」…１日１組限定、宿泊１０人まで。火曜日定休。（電話０８９３－４４－２３５４）
大瀬の館…１日１組限定、宿泊１８人まで。（電話０８０－２９８２－２０５２）
いかだや…１日３組、宿泊１８人まで。（電話０８９３－５９－９９００）
お山の学校ながた…田舎生活体験宿泊施設。客室４部屋、宿泊２０名、多種体験メニューを用意。年末年始
　　　　　　　　 休。(電話０８９３－４５－０２３２）
たどビレッジ…田渡地区交流宿泊施設。宿泊最大19名【洋室３部屋９名・和室２部屋10名】素泊まり。
　　　　　　　（なみへい食品で宿泊受付：電話０８９２－５２－３８８３）
お宿にのみや…移住体験交流施設。一棟貸し。客室２部屋、宿泊５名程度（https://odaninomiya.studio.site/）　

和ろうそく、手漉き和紙、飾り凧、桐下駄、地酒、味噌、漬け物、栗饅頭、凧せんべい、たらいうどん、桃、梨、 
ぶどう、栗、柿、ゆず、じゃばら、キウイフルーツ、イチゴ、ブルーベリー、しいたけ

公共施設…小学校（７）、中学校（４）、高等学校（２）、幼稚園（１）、こども園（１）、自治センター（５）、児童館（２）、
内子町図書情報館、内子町共生館、内子町文化交流センター「スバル」、内子町就業改善センター、内子町クリーンセンター、
内子消防署、内子町浄化センター、内子町林業センター、保健センター（３）、特別養護老人ホーム（２）、共同福祉施設、
ビジターセンター「Ａ・ｒｕｎｚｅ」、子育て支援センター、福祉館（２）、学校給食センター（２）
スポーツ・レジャー施設…内子運動公園、龍王公園、城の台公園、五十崎体育館、小田体育館、中田渡体育館、内子スポーツ
センター、神南山ふるさとの森公園、小田深山千年の森公園、ＳＯＬ－ＦＡオダスキーゲレンデ

第３期内子町総合計画に掲げる事業を推進する。
Ⅰ　ひとづくり

　　１）次世代が希望をもてるまち
　　２）故郷を愛する心や社会を生きぬく力を育むまち
　　３）生涯を通して多様な学びのあるまち
Ⅱ　生業づくり

　　１）農の可能性に自信のもてるまち
　　２）農・食の掛け算で魅力を生むまち
　　３）森林の循環を生業とするまち
　　４）今と未来をつなぎ稼ぐ力をつけるまち
Ⅲ　魅力づくり

　　１）心通う旅に出会うまち
　　２）「うちこ」の魅力を発信できるまち
　　３）「内子らしさ」を守り育て、未来へつなぐまち

Ⅳ　暮らしづくり
　　１）愛着をもって地域で共生できるまち
　　２）人を惹きつける住み続けたいまち
　　３）エコロジータウンの歩みを止めない１人１人
　　　が考え、行動するまち
　　４）豊かな暮らしの基盤を築くまち
　　５）ミライへのイノベーション、ＤＸで地域をつな
　　　ぐまち
Ⅴ　安心づくり

　　１）誰もが役割をもち活躍できるまち
　　２）健康で安心して暮らせるまち
　　３）みんなで守り、誰一人取り残さないまち 

〈観光・レクリエーション〉

〈名物・特産品〉

〈主な公共施設〉

〈主要課題〉

〈地域づくりの事業等〉

内子町をとりまく社会の動向
　①　人口減少・少子高齢化
　②　安心安全、自然災害への備え
　③　環境保全・脱炭素社会に向けた取組
　④　交流人口・関係人口の拡大
　⑤　技術の進化
　⑥　価値観・ライフスタイルの多様化
　⑦　世界情勢の変化
　⑧　ＳＤＧｓの取組
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形態 地方公社の名称 設立登記
年月日

資本金（千円）
出資割合（％） 主　な　事　業　内　容

（公財）

（株）

（株）

（株）

内子町国際交流協会

内子フレッシュパークからり

小田まちづくり

山獅

平 ６．１０． １

平 ９． ４． １

平１４． ３．２７

平 ６． ７．１６

２２７，５１５
（５１）

７０，０００
（５０）

３５，３５０
（５７）

４０，０００
（１３.５）

国際交流、ホームステイ、海外研修補助制
度、支援

農産物の販売及び加工、レストラン経営など

「小田の郷せせらぎ」運営（特産品販売、農
産物販売）

森林施業請負業務

画　計　本　基想　　　構　　　本　　　基

計　　画　　の　　名　　称 議決年月日 期　　　間 期　　　間

令７～令１１年度令７～令１６年度令６. ９.２６画計合総町子内期３第　

（令和 7. 4. 1現在）〉況状立設の社公方地るいてし資出が町市〈

内子町

〈総合計画〉

〈行政機構〉 （令和 7. 4. 1現在）

町長 副町長

農業委員会

議会

うちこ福祉館、参川福祉館
内子総合窓口センター

環境政策室

保健センター

総務課

自治・学習課

学校教育課

農林振興課

住民課

税務課
保健福祉課

教育委員会

選挙管理委員会

監査委員

固定資産評価委員会

危機管理班

図書情報館
自治センター

給食センター
幼稚園、小学校、中学校

農村支援センター

八日市・護国町並保存センター
内子町ビジターセンター
商工観光班

地域包括支援センター

町並・地域振興課

こども支援課

総務課兼務

議会事務局兼務

総務課兼務

事務局

事務局

内子町クリーンセンター

教育長

小田支所

認定こども園、児童館、子育て支援センター
発達自立支援センター

上下水道対策班

企画情報課

こども家庭センター
会計課
建設デザイン課

内子町障がい者相談支援センター




